
○ SQSで PDFから画像に変換する一方法
（事前に CubePDFをインストールしておく）

１）SCANSNAPで PDFにする。
※ スパーファイン・白黒で、オプション（うらうつり軽減、文字くっきり）

↑ ここが大切です。

２）Adobe Acrobat Readerで１）でできた PDFを開く
３）メニューから印刷を選び、プリンターとして「CubePDF」を選び印刷する
４）以下のメニューが出たら、

ファイルタイプ「ＰＮＧ」

※ファイルタイプは

「TIFF]でもよい。

解像度「１５０」

出力ファイル

フォルダーの選択

→変換

この後は、手順通り

５）MarkReader-2.1.1a-SNAPSHOTで変換する。
※ 変換の正確さは、２．１．１ a ＞ ２．１ ＞ ２．１．１

○ CubePDFをインストール について

http://www.cube-soft.jp/cubepdf/ よりダウンロードします。（32bit 64bit版があります）
「CubePDF」で検索しても OKです。
注意

インストールウィザードで「プログラムグループの指定」画面の次に

『キューブサーチの設定』画面がでますが、「何もしない」をチェック

『検索ボックスの設定』は、チェックを外して、インストールしない

『Cube Toolbar』のインストール画面では、
「利用許諾に同意してインストールする」のチェックを外します。



おまけ１ （ ２．１でグラフ表示のみがおかしい時には）

２．１で処理した後、フォルダー内の

「処理結果」の中の「CHART」を削除
この後、２．１．１ aで処理すると

グラフ結果のみ変更される

おまけ２ 解像度「１５０」で画像に変換すると、Readerの「Entire Page」が使えます。

☆このソフトのほかに、PDF-XChange Viewer を利用して、ファイルを変換する方法も

あります。オプションを設定する必要があります。

１）PDF-XChange Viewer を ダウンロードします。（「窓の森」から）

２）インストールします。

ダウンロードした「PDFXVwer.exe」を実行します。
「PDF-XChange Viewerセットアップウィザードを開始」で「次へ」を選択
「同意する」を選択し、「次へ」

「登録情報」で free版＝体験版 を選び「次へ」

「インストール」を選びます。

デスクトップに「PDF-Viewer」のショートカットができます。

３）PDF-XChange Viewerを使って PDFファイルを TIFFファイルに変換します。
○「PDF-Viewer」のショートカット上 に変換したいファイルをドラッグします。



○メニューから 「ファイル」→「エクスポート」

を選びます。

○ イメージとエクスポートをセットします。

「ページ範囲」は、すべて

「名前を付けて保存」は、

イメージの種類は「TIFF」 オプションの設定（後述）

保存先のフォルダー

ファイル名：「マクロ」を選び、＜ Auto Number ＞を選ぶ
「それぞれのページを単一ページイメージファイルに保存する」を選択

解像度は６００ dpi



「オプション」

・１（Black & White)
・CCIT modifide Huffman RLE
・X-DPI ６００

・Y-DPI ６００


